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保存用この取扱説明書は、必ず最終ユーザ様までお届けください。

取扱説明書　　

ダクトヒータ ＤＨシリーズ

株式会社　竹綱製作所

●ご使用前に必ずお読みください。

このたびは、ダクトヒータ　ＤＨシリーズをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
本体の銘板にて、型式、品番、電圧がご注文の製品に相違ないかをご確認ください。

　　ダクトヒータはエアの通過面積が大きいため、オプションの角丸テーパ
　　ダクト、または整流板等を使用して、必ず整流されたエアを供給してく
　　ださい。ダクトヒータ内をエアが均一に通過しないと、その部分の発熱
　　体が異常高温となり、ヒータ断線の原因となります。



・通電性浮遊物（カーボン繊維等）のある場所

ＤＨ－２Ｌ～４Ｌ

　　・周囲温度－１０℃～＋１２０℃以外の場所 ・周囲湿度９０％Ｒ.Ｈ.（４０℃時）以上の場所（結露のある場所）

《配線接続ボルト》

①ダクトヒータには出荷時、各ターミナルにワタリ板とワタリ線が取り付けられています（ＤＨ－１Ｌ、ＤＨ－２を
　　除く）。また、ワタリ板へはお客様配線用の配線接続ボルトが取り付けられています。

（ナット、スプリング、ワッシャ付）

ダクトヒータにワタリ線を取り付けておりませんので、TRシリーズの取扱

注意 ： 異電圧仕様の機種によってはワタリ形状が異なる場合があります。

・ほこり、粉塵等の多い場所

　　・酸性ガス、腐食性ガス等が浮遊している場所

ＤＨ－２Ｌ・４・４Ｌ

－２－

ＤＨ－８・１２ ＤＨ－１８・２４
（三相オ－プンデルタ１回路） （三相オ－プンデルタ２回路） （三相オ－プンデルタ３回路）

Ｍ８×２０　六角ボルト

けています。

注意 ：

１．据え付け

２．配線

②必ずオプションの角丸テーパダクト、
　　または整流板等を使用して、整流され
　　たエアを供給してください。
　　また、角丸テーパダクトを使用せず、
　　お客様にて整流をおこなう場合は、右
　　図の整流例にしたがってテーパダクト
　　等を施工してください。

①上向き、下向き、縦、横などあらゆるあらゆる方向に取り付け可能です。ただし、ターミナルカバー内の温度が
　　１２０℃を越えないように取り付け方向を決定してください。

③設置できない場所
・屋外で風雨にさらされる場所　　・振動のある場所

　　・可燃物の付近

専用自動温度調節器ＴＲシリーズを同時にご購入いただいたお客様には、

を配線してください。

説明書に従って、直接ワタリ板の配線接続ボルトとＴＲシリーズの端子台

ＤＨ－８・１２

ＤＨ－１８・２４
Ｍ１２×２５　六角ボルト

（ナット、スプリング、ワッシャ付）

注意 ： ＤＨ－１Ｌ、及びＤＨ－２にはワタリ板、及びワタリ線は取り付いていません。

各ターミナルボルト３本に配線取付用ナット、ワッシャ、スプリングを取り付

・整流板を必ず設けてください。

・Ｌ寸法をＤ寸法以上確保してください。

【整流例】

整流板

テーパダクト

ワタリ板 ワタリ板 ワタリ板

ワタリ線ワタリ線

配線接続
ボルト

配線接続
ボルト

配線接続
ボルト



　

注意　：　 接続したヒータ電源線はターミナルボルトに無理な力がかからないように、またヒータフレームや金属部、及び

ワタリ板の触れないように固定してください。

注意　：　 ターミナル部の各端子の空間距離を充分に確保できるように配線してください。

方向に制限はありませんが、できるだけターミナル部を上側以外の方向での使用をおすすめします。ターミナル

部を上側で使用させる場合は、ターミナル温度が１２０℃を越えないように充分ご注意ください。

－３－

②各配線接続ボルトにヒータ電源線を配線してください。電線のサイズはヒータ容量、ヒータ電流値、電圧降下を
　　考慮して決定してください。

ヒータ電源線入力 ヒータ電源線入力

適用電線　２～８㎜2 適用電線　８～２２㎜２

③過熱防止センサに配線し、過熱防止作動時はヒータに流れる電流を必ず遮断してください。

注意　：　 ターミナルボルト、ワタリ板、ワタリ線への配線は、サイズがあった工具を利用し、ターミナルボルトに無理な力が

適用電線　２２～３８㎜2 適用電線　３８～８０㎜２

ＤＨ－１Ｌ・２ ＤＨ－２Ｌ・４・４Ｌ
ヒータ電流値（２００Ｖ時） ・ＤＨ－１Ｌ　：　三相５ｋＷ　１４．４Ａ ヒータ電流値（２００Ｖ時） ・ＤＨ－２Ｌ、４　：　三相１０ｋＷ　２８．９Ａ

・ＤＨ－　２　：　三相５ｋＷ　１４．４Ａ ・ＤＨ－４Ｌ　：　三相１５ｋＷ　４３．３Ａ

・ＤＨ－１２　：　三相３０ｋＷ　８６．６Ａ ・ＤＨ－２４　：　三相４５ｋＷ　１３０Ａ

ヒータ電源線入力 ヒータ電源線入力

ＡＣ２００Ｖ　８Ａ
端子№１　ＣＯＭ（コモン端子）

かからないように締め付けてください。

注意　：　 配線材は必ず耐熱仕様タイプ（耐熱温度１２０℃以上）をご使用ください。

（締付トルク　　ＤＨ－１Ｌ・２ ： ６Ｎ・ｍ　　ＤＨ－２Ｌ～１２ ： １２Ｎ・ｍ　　ＤＨ－１８・２４ ： ４２Ｎ・ｍ

注意　：　 ターミナル部は熱風運転中、または過熱防止作動時に高温になる可能性があります。ダクトヒータの取り付け

電線のサイズを決定してください。

※過熱防止センサの各端子には、出荷時にファストン端子（スリーブ付：適用

　　電線範囲０．７５～２㎜２）を付属しています。このファストン端子を利用して
　　過熱防止センサへの配線をおこなってください。

端子№２　ＮＣ（異常時に開になる端子です。）

端子№４　ＮＯ（異常時に閉になる端子です。）

《過熱防止センサ》

・設定温度　：

・接点容量　：

・端子構成　：

３５０℃

ワタリ板の配線接続ボルト以外の場所にヒータ電源線を配線しないでください。異常過熱する可能性があります。注意　：

注意　：　 異電圧仕様の場合は、ヒータ容量（Ｗ）÷供給電圧（Ｖ）÷√３＝ヒータ電流値（Ａ）にてヒータ電流値を算出し、

ＤＨ－８・１２ ＤＨ－１８・２４
ヒータ電流値（２００Ｖ時） ・ＤＨ－　８　：　三相２０ｋＷ　５７．７Ａ ヒータ電流値（２００Ｖ時） ・ＤＨ－１８　：　三相４５ｋＷ　１３０Ａ

配線接続ボルト

配線接続ボルト
配線接続ボルト

ターミナルボルト
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－４－

● 出荷時、ダクトヒータの過熱防止温度は３５０℃に設定されています。過熱防止温度の設定は２００℃、
　　２５０℃、３００℃へ任意に変更できます。

【設定変更手順】

設定リングの固定穴ビスを取り外し、設定リングを過熱防止センサシャフトへ入れた状態で、２００℃、２５０℃、３００℃のいず
れかの設定用穴に設定リングの固定穴をあわせて固定してください。設定リング、及び過熱防止センサシャフトは半月円になっ
ていますので、同時に回転し、希望の温度へ設定できます。

〈出荷時３５０℃設定状態〉

過熱防止温度を４００℃に設定しないでください。４００℃設定によるトラブルにおいては一切保証外とします。

熱風発生機

www.taketsuna.co.jp

３．運転

４．過熱防止温度設定変更

②吐出側の任意の位置に温度センサを設け、適切なエアを供給し、その温度にてダクトヒータを制御してくださ
　　い。

注意：

以下の温度で制御してください（温度センサをダクトヒータから離れた場所へ設けた場合、ダクトヒートの使用最高熱風

注意： 制御素子に半導体素子（ＳＳＣ、ＳＣＲ等）を使用して制御をおこなう場合、これらはその特性上、回路が異常時に導通

に多くのエアが流れ、ＯＮ状態のヒータが異常過熱する可能性があります。

①必ず過熱防止センサにて安全回路を確保し、なおかつ送風機とのインターロック回路も確保してください。
注意： ダクトヒータへ送風せずに電源を供給すると、空焚きとなり異常過熱によりヒータが断線します。

状態になることがありますので、一次側、または二次側に電磁接触器を組み込み、その回路を遮断してください。

注意： ２回路以上のダクトヒータ（ＤＨ－８以上）を回路毎でヒータ制御をおこなわないでください。熱抵抗によりＯＦＦ状態のヒータ

ダクトヒータの使用最高熱風温度は３５０℃です。任意に設けられた吐出口温度管理用センサの位置によって、３５０℃

温度を超える可能性があります


